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経
済
発
展
の
進
む
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
。
街
中
に
は
新
し
い
ビ

ル
が
次
々
と
建
設
さ
れ
、
街
の
景
色
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
子
供
の
遊
び
場
の
整
備
は
な

お
ざ
り
に
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
現
状
、
週
末
等
に
子
供
を
連

れ
て
遊
び
に
い
け
る
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
い
え
ば
、
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
動
植
物
園
、
ダ
ム
セ
ン
公
園
、
ス
イ
テ
ィ
エ
ン
・
テ
ー

マ
パ
ー
ク
、
少
し
足
を
伸
ば
し
て
ダ
イ
ナ
ム
・
テ
ー
マ
パ
ー

ク
（
ビ
ン
ズ
オ
ン
省
）
あ
た
り
が
せ
い
ぜ
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
な
か
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
、
世
界
各
地
の
観
光

情
報
を
ラ
ン
キ
ン
グ
で
紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トThe 

Travelers Zone

の
特
集「
世
界
で
最
も
有
名
な
テ
ー
マ
パ
ー

ク
一
二
選
」
で
、
前
記
の
ス
イ
テ
ィ
エ
ン
が
第
一
二
位
に
ラ

ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
現
地
新
聞
等
で
話
題
に
な
っ

た
（
た
だ
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
る
限
り
で
は
、
ラ
ン
キ

ン
グ
自
体
は
二
〇
〇
八
年
の
も
の
の
よ
う
だ
）。
こ
の
ラ
ン

キ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
ス
ィ
テ
ィ
エ
ン
は
フ
ロ
リ
ダ
・
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
（
一
位
）、デ
ン
マ
ー
ク
・
チ
ボ
リ
公
園
（
八
位
）、

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
（
九
位
）
な
ど
錚
々
た
る
遊
園
地

が
並
ぶ
な
か
で
の
、
堂
々
の
一
二
位
入
り
で
あ
る
。

　

ス
イ
テ
ィ
エ
ン
と
は
一
体
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
だ
ろ
う
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
ス
イ
テ
ィ
エ
ン
は
一
九
九
五

年
、
デ
ィ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ヴ
イ
氏
率
い
る
「
ス
イ
テ
ィ
エ
ン

林
産
物
・
美
術
品
有
限
会
社
」
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。
現

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
場
所
は
、
も
と
も
と
は
林
と
沼
の
広
が
る

未
開
地
で
、
抗
米
戦
争
時
に
は
革
命
軍
の
拠
点
と
も
な
っ
た

土
地
だ
っ
た
。
地
元
の
人
々
に
と
っ
て
は
神
聖
な
土
地
で
も

あ
っ
た
。
林
中
の
泉
に
七
人
の
女
神
が
宿
る
と
い
う
伝
説
か

ら
、
地
元
の
人
々
は
こ
の
地
を
「
妖
精
の
泉
（
ス
イ
テ
ィ
エ

ン
）」
と
呼
び
、
し
ば
し
ば
香
を
焚
い
て
神
に
祈
り
を
捧
げ

て
き
た
。
ヴ
ィ
氏
は
林
場
経
営
を
目
的
と
し
て
一
九
八
七
年

に
同
地
の
開
拓
を
開
始
し
て
以
降
、
一
九
九
二
年
頃
ま
で
ニ
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金亀の伝説を表現した池

入場ゲート。しばしば遠足で来た現地小学校の子供達に出くわす 入場ゲートからみた園内の様子

シ
キ
ヘ
ビ
養
殖
な
ど
を
手
が
け
て
い
た
が
、
経
済
発
展
に
と

も
な
う
文
化
・
観
光
施
設
整
備
の
需
要
を
く
み
取
り
、

一
九
九
三
年
、
林
場
だ
っ
た
土
地
を
含
む
四
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
使
っ
て
、
ス
イ
テ
ィ
エ
ン
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
建
設
を
開

始
し
た
。
ス
イ
テ
ィ
エ
ン
は
、「
た
ゆ
み
な
い
改
進
・
創
造
を
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
拡
大
・
開
発
が
続
け
ら
れ
、
現
在
の
総
面
積

は
一
〇
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
至
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
訪
問
体
験
に
基
づ
き
、
ス
イ
テ
ィ
エ
ン
の
実
態
を

紹
介
し
た
い
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
中
心
部
か
ら
ハ
ノ
イ
高
速
道

を
ド
ン
ナ
イ
省
方
面
に
車
で
三
〇
分
ほ
ど
行
く
と
、
突
如
と

し
て
「
人
面
山
」
と
で
も
い
お
う
か
、
人
の
頭
全
体
が
山
に

な
っ
た
よ
う
な
形
の
岩
山
が
見
え
て
く
る
。
そ
れ
が
ス
イ

テ
ィ
エ
ン
到
着
の
目
印
だ
。
車
を
降
り
る
と
、「
フ
ォ
ー
ッ

フ
ォ
！
」
と
い
う
大
音
響
が
耳
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
園
の

入
り
口
に
立
っ
て
い
る
巨
大
な
神
様
型
電
動
人
形
が
訪
問
客

を
歓
待
し
て
い
る
の
だ
。
神
様
の
さ
ら
に
手
前
に
は
、
赤
目

金
色
の
巨
大
ガ
マ
ガ
エ
ル
が
銭
を
く
わ
え
て
睨
み
を
き
か
せ

て
い
る
。
丘
の
上
に
そ
び
え
た
つ
入
場
ゲ
ー
ト
に
向
か
っ
て

階
段
を
上
る
う
ち
、「
い
っ
た
い
中
に
は
ど
ん
な
世
界
が
広

が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。」
と
期
待
感
が
高
ま
る
。

　

園
内
に
入
っ
て
み
る
と
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
オ
ブ
ジ
ェ

の
数
の
多
さ
、
ま
た
各
々
の
巨
大
さ
・
奇
抜
さ
に
驚
か
さ
れ

る
。
オ
ブ
ジ
ェ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
前
記
の
岩
山
も
含
め
、
園

の
テ
ー
マ
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
の
伝
統
文
化
・
伝
説
に
根
ざ
し

て
作
成
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
だ
が
（
そ
の
大
半
が
来
園
者
に

幸
福
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
て
い
る
）、
各
伝
統
・
伝
説
が
あ

ま
り
に
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
か
つ
鮮
や
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る

た
め
、
外
国
人
の
目
に
は
、
い
か
に
も
奇
抜
な
も
の
に
映
り

が
ち
だ
。

　

圧
倒
的
な
存
在
感
を
放
つ
像
群
に
魅
了
さ
れ
な
が
ら
も
、

園
内
を
注
意
深
く
見
回
し
て
み
る
と
、
園
に
は
実
に
様
々
な
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園内周遊ミニバスのチケット売り場。休憩中だろうか、なかに人はいない

園の雰囲気と調和した、葉っぱ色のボートに乗って水面を清掃する職員 お金にまつわる
神様、であろう

銭をくわえた赤目金色の
ガマガエル。エントラン
スにはさらに巨大なもの
が据え置かれている。幸
運・富の象徴

園内の祠らしき場所で真剣に祈る人。伝説の女神に祈りを捧げているのだろうか

施
設
が
併
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
プ
ー
ル
、
遊
園

地
、
4
Ｄ
シ
ア
タ
ー
、
水
族
館
、
ワ
ニ
園
等
々
。
ま
た
、
園

内
あ
ち
こ
ち
に
比
較
的
清
潔
な
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
が
あ

り
、
要
所
に
ト
イ
レ
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
程
度
の
準

備
を
し
て
い
け
ば
、
一
日
中
園
内
に
い
て
も
、
退
屈
す
る
こ

と
な
く
楽
し
め
る
と
思
わ
れ
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
開
園
し
な
が
ら
す
で
に
閉
鎖
し
て

し
ま
っ
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
が
数
々
あ
る
な
か
、
ス
イ

テ
ィ
エ
ン
は
、
多
く
の
ベ
ト
ナ
ム
人
客
を
取
り
込
み
つ
つ
、

こ
こ
ま
で
生
き
残
っ
て
い
る
。
外
国
人
に
と
っ
て
は
迫
力
だ

け
で
十
分
に
魅
力
的
な
ス
イ
テ
ィ
エ
ン
で
あ
る
が
、
そ
の
訪

問
客
の
大
半
を
占
め
る
ベ
ト
ナ
ム
人
に
と
っ
て
は
何
が
魅
力

な
の
だ
ろ
う
。
筆
者
が
二
年
間
の
ベ
ト
ナ
ム
生
活
か
ら
得
た

情
報
を
も
と
に
考
察
す
る
に
、
お
そ
ら
く
以
下
の
点
が
魅
力

な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

第
一
に
、
園
内
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
性
で
あ
る
。
前
述
の
よ

う
に
、
ス
イ
テ
ィ
エ
ン
内
に
は
、
プ
ー
ル
、
遊
園
地
、
ワ
ニ

園
な
ど
、
様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
て
ん
こ
盛
り
で
あ

る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
園
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
結

婚
式
も
で
き
る
そ
う
だ
。
多
様
な
需
要
を
一
カ
所
に
取
り
込

ん
だ
こ
と
が
、
ス
イ
テ
ィ
エ
ン
存
続
の
一
要
因
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

第
二
に
、
ベ
ト
ナ
ム
人
か
ら
見
た
「
美
し
さ
」
の
基
準
に

合
致
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
外
国
人
に

と
っ
て
は
奇
抜
に
映
り
が
ち
な
園
内
の
巨
大
な
像
群
も
、
ベ

ト
ナ
ム
人
に
と
っ
て
は
美
し
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
と
想
像
す

る
。
旧
正
月
や
ク
リ
ス
マ
ス
時
の
街
中
の
飾
り
、
ベ
ト
ナ
ム

人
か
ら
贈
ら
れ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
か
ら
し
て
も
、
ベ
ト
ナ

ム
人
が
美
し
い
と
い
う
も
の
は
、
た
い
て
い
非
常
に
大
き

く
、
色
鮮
や
か
で
、
か
つ
ど
こ
か
写
実
的
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
入
場
料
・
施
設
使
用
料
設
定
の
妥
当
性
で
あ
る
。
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アシカ・イルカショーも楽しめる

その名も「ワニ王国」。王国内の
表示によれば15000頭が飼育さ
れている。写真奥にはさらに広
大なワニ王国が広がっており、
ワニに餌付け、さらにはワニ皮
製品の購入などもできる（上下）

ス
イ
テ
ィ
エ
ン
の
基
本
入
場
料
は
大
人
一
人
六
万
ド
ン
（
約

二
四
〇
円
）、
そ
れ
に
プ
ー
ル
や
遊
園
地
の
乗
り
物
、
ワ
ニ

園
へ
の
入
場
料
な
ど
を
合
わ
せ
て
も
、
だ
い
た
い
一
五
万
〜

二
〇
万
ド
ン
（
六
〇
〇
〜
八
〇
〇
円
程
度
）
で
一
日
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。
今
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
そ

れ
ほ
ど
高
い
値
段
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
点
は
、
ス
イ
テ
ィ
エ
ン
と
並
ぶ
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
内

の
老
舗
レ
ジ
ャ
ー
施
設
ダ
ム
セ
ン
公
園
に
も
あ
て
は
ま
る
。

ま
た
、
筆
者
が
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
以
外
の
街
で
訪
れ
た
子
供
向

け
レ
ジ
ャ
ー
施
設
に
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
前
記
の
特
徴
が

兼
ね
備
わ
っ
て
い
た
。
各
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
ベ
ト
ナ
ム
観

光
・
行
楽
部
門
で
生
き
残
る
た
め
に
押
さ
え
て
お
く
べ
き
ポ

イ
ン
ト
だ
っ
た
と
推
察
す
る
。

　

一
方
、
こ
う
し
た
い
か
に
も
ベ
ト
ナ
ム
ら
し
い
子
供
向
け

レ
ジ
ャ
ー
施
設
も
、
経
済
発
展
や
国
際
化
の
波
に
乗
っ
て
、

い
つ
し
か
「
古
び
た
も
の
」
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
日

が
来
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
二
〇
一
一
年
末
に
は
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
四
区
にKizciti

と
い
う
子
供
が
擬
似
的
に
就
業
体

験
で
き
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
入
場
料
一
日

一
八
万
ド
ン
（
七
二
〇
円
）
で
、
世
界
各
地
の
子
供
達
と
同

様
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
を
体
験
で
き
る
。
こ
う
し
た
国
際

的
に
も
認
知
さ
れ
た
タ
イ
プ
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
開
園
に

よ
っ
て
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
子
供
達
に
と
っ
て
の
選
択
肢
が
増

え
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。
し
か
し
、
筆
者
を
含
む
多
く

の
外
国
人
の
度
肝
を
抜
い
た
ス
イ
テ
ィ
エ
ン
が
「
国
際
的
」

な
基
準
で
洗
練
さ
れ
る
日
が
来
る
か
と
思
う
と
、
ど
う
に
も

寂
し
い
。
ス
イ
テ
ィ
エ
ン
に
は
今
後
と
も
ぜ
ひ
独
自
の
感
性

を
貫
き
つ
つ
も
「
た
ゆ
み
な
い
改
進
・
創
造
」
を
続
け
て
も

ら
い
た
い
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
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